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１．大豆製品による生活習慣病の予防１．大豆製品による生活習慣病の予防

２．大豆イソフラボンによる骨粗鬆症の予防２．大豆イソフラボンによる骨粗鬆症の予防

３３.  .  大豆食品の有効な摂取方法大豆食品の有効な摂取方法
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食物繊維
食物繊維

灰分灰分

脂質炭水化物炭水化物
たんぱく質たんぱく質

脂質脂質

水分水分

35.3ｇ

19.019.0ｇｇ23.723.7ｇｇ

4.54.5ｇｇ

5.05.0ｇｇ

12.512.5ｇｇ

ビタミンB1, B2, E
イソフラボン
レシチン
サポニン

可食部100ｇあたり



大豆たんぱく質の血清コレステロールに対する効果
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日本人男性：豆乳200ml/日(大豆たんぱく質7.6ｇ）4週間摂取
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摂取と乳がん発生率との関係摂取と乳がん発生率との関係

1

0.58
0.50

0.32

大豆・イソフラボン摂取と乳がん発生率との関係大豆・イソフラボン摂取と乳がん発生率との関係大豆・イソフラボン摂取と乳がん発生率との関係
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•エストロゲン様作用:更年期障害↓骨粗鬆症↓高脂血症↓

•エストロゲン拮抗作用:女性ホルモン依存性がんの発症↓

イソフラボン エストロゲンエストロゲン
((女性ホルモン）女性ホルモン）





近年大豆の有効成分近年大豆の有効成分が大きくが大きく注目注目
アメリカアメリカFDA;FDA;大豆タンパク健康強調表示を許可大豆タンパク健康強調表示を許可

厚生労働省厚生労働省;;大豆タンパク、イソフラボン大豆タンパク、イソフラボン特保許可特保許可

日本食材の代表日本食材の代表
食用の歴史食用の歴史が長いが長い

大豆大豆
研究の必要性研究の必要性

エストロゲン欠乏に起因エストロゲン欠乏に起因
閉経後骨粗鬆症の発症閉経後骨粗鬆症の発症

骨粗鬆症の予防骨粗鬆症の予防

骨は運動器官骨は運動器官

運動が最も効果的運動が最も効果的

運動運動((荷重荷重))

骨粗鬆症の予防（骨密度骨粗鬆症の予防（骨密度
維持・増加）に有効維持・増加）に有効？？

いろいろな健康食品、食品いろいろな健康食品、食品
から過剰摂取の可能性？から過剰摂取の可能性？

表示の問題表示の問題

イソフラボンイソフラボン有名人にな有名人になりり

さまざまな商品さまざまな商品にに添加添加

イソフラボンイソフラボン + + 運動運動

骨密度低下を抑制骨密度低下を抑制
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解析室 全身骨
身体組成

部位別
骨密度

被験者準備室

骨密度測定装置
QDR-4500

スクリーニング

介入試験 骨粗鬆症骨粗鬆症
予防予防

ヒトにおけるイソフラボンと運動の併用効果の検討
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大豆イソフラボンの大豆イソフラボンの安全性安全性

○
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大豆たんぱく質大豆たんぱく質

大豆イソフラボン大豆イソフラボン

骨の健康が気になる方骨の健康が気になる方

特定保健用食品特定保健用食品

コレステロールコレステロール
が高めの方が高めの方



運動を心がける（週運動を心がける（週33回実施）回実施）
大豆イソフラボンを上手に利用大豆イソフラボンを上手に利用

提案

閉経後骨粗鬆症の予防として閉経後骨粗鬆症の予防として

１１. . 大豆以外の食品等から摂取する場合は大豆以外の食品等から摂取する場合は表示表示をよく見るをよく見る

２２. . 中高年女性；中高年女性；11日に日に40mg40mg～～100mg100mgのイソフラボンを摂取のイソフラボンを摂取

若い女性、妊婦の方；若い女性、妊婦の方；摂り過ぎに注意摂り過ぎに注意

３３. . 自分の体質を知った上でより有効に利用自分の体質を知った上でより有効に利用
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石見石見 佳子佳子 宛宛

大豆の利用性に関して
ご自身の体質を知りたい方

ハガキにてご登録くださいハガキにてご登録ください
〒〒１６２１６２--８６３６８６３６

東京都新宿区戸山１－２３－１東京都新宿区戸山１－２３－１
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